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郷
土
の
近
代
短
歌
シ
リ
ー
ズ
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伊
藤
左
千
夫
を
書
く 
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歌
人
、
小
説
家
・
伊
藤
左
千
夫(

一
八
六
四
～
一
九
一
三)  

小
説
「
野
菊
の
墓
」
の
作
者
で
知
ら
れ
る
左
千
夫
が
新
聞
「
日
本
」
が
募
集
し
た

短
歌
、
課
題
「
松
」
を
詠
む
た
め
に
興
津
に
来
た
の
は
明
治
三
十
三
年
九
月
で
こ
の
時
、
短
歌
の
師
で
あ
る
療
養
中
の
正
岡
子
規
に
興
津
へ
転

地
を
勧
め
た
長
歌
、
反
歌
、
２
篇
を
読
ん
で
い
る
。
翌
年
の
明
治
三
十
四
年
夏
に
三
保
に
於
い
て
海
水
浴
を
愉
し
み
長
歌
、
反
歌
一
篇
を 

三

保
の
松
原
で
謡
曲
羽
衣
と
し
て
短
歌
八
首
詠
み
、
併
せ
て
長
歌
三
章
、
反
歌
五
首
、
短
歌
八
首
が
伊
藤
左
千
夫
全
歌
集
（
岩
波
書
店 

一
九
八

六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

本
展
で
は
こ
の
内
、
短
歌
、
反
歌
九
首
。
長
歌
抄
六
首
。
長
歌
一
章
を
努
め
て
漢
字
仮
名
の
変
換
を
行
わ
ず｢

漢

字
か
な
交
じ
り
書｣

と
し
て
小
画
仙
紙
半
切
や
全
半
懐
紙
に
書
き
、
軸
額
装
に
し
て
展
示
。
其
の
他
、
漢
字
、
か
な
、
臨
書
、
十
一
点
、
団
扇
四

点
等
、
書
作
品
、
二
十
一
名
、
三
十
点
。
そ
の
外
、
は
が
き
絵
等
、
七
名
、
十
三
点
、
合
計
。
二
十
八
名
、
四
十
四
点
展
示
。 
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テ
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作
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山
の
さ
ち
海
の
さ
ち
あ
る
興
津
邊
に
早
ゆ
き
す
み
て
歌
つ
く
り
ま
せ 
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居
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千
早
振
三
穂
の
み
や
し
ろ
打
出
で
て
海
邊
に
く
れ
ば
空
蝉
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以
下
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三
穂
の
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長
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千
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振
三
穂
の
み
や
し
ろ
打
出
で
て
海
邊
に
く
れ
ば
空
蝉
の
塵
遠
ざ
か
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三
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の
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長
歌
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打
渡
す
磯
馴
松
原
お
の
が
し
し
ふ
り
の
を
か
し
く
伏
し
た
る
は
走
る
が
如
く 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

立
ち
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る
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が
如
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三
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の
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長
歌
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真
砂
照
る
磯
邊
時
じ
く
綿
花
の
白
波
立
て
り 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

三
穂
の
浦 

長
歌
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⒍ 

八
汐
路
の
そ
ぐ
へ
の
沖
の
伊
豆
山
の
遠
瑞
山
は
わ
だ
つ
み
の
神
の
な
ぐ
さ
と 

 

薄
墨
に
ゑ
が
け
る
山
か
見
が
ほ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
穂
の
浦 

長
歌
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三
穂
の
浦
は
何
に
た
と
へ
て
い
は
む
う
べ
し
こ
そ
か
も 
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の
浦 

長
歌
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天
津
乙
女
が
遊
び
き
て
雲
井
の
家
路
忘
れ
け
ら
し
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
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の
浦 
長
歌
抄 
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い
に
し
へ
の
こ
と
を
と
も
し
み
三
穂
の
浦
に
う
し
ほ
浴
み
つ
つ
遊
び
け
る
か
も 

三
穂
の
浦 

反
歌 

 
 

 

⒑ 

三
穂
の
浦
に
潮
浴
み
を
居
れ
ば
あ
ま
小
舟
久
能
の
山
蔭
こ
ぎ
い
づ
る
見
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三
穂
の
浦 

反
歌 
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う
し
ほ
波
泳
ぐ
が
如
く
う
つ
そ
み
の
吾
身
輕
け
ば
天
路
ゆ
か
ま
し
を 

 
 

 
 

三
穂
の
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反
歌 
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さ
く
ら
花
丹
保
へ
る
色
に
朝
日
さ
し
あ
な
う
る
わ
し
も
天
津
乙
女
や 

 
 

 
 

謡
曲
羽
衣 

 
 

 
 
 

 

⒔ 

浦
松
の
木
ね
れ
の
空
に
う
ら
く
は
し
と
ま
ひ
か
く
ま
ひ
み
袖
ふ
ら
す
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衣
は
よ
し
か
へ
す
と
も
萬
代
の
後
の
か
た
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と
玉
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ま
し
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ぼ
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天
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雲
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そ
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は
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月
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